（取扱い様式第２号）
既存ブロック塀等改善事業
ブロック塀等の安全性チェックリスト
　１．補強コンクリートブロック塀の場合

	安全性に関する項目
	内　　容

	目視等で調査できる項目　（該当するものには〇、該当しないものには×を記入）
	チェック

	1
	高さ
	塀の高さが地盤面から2.2ｍ以下である
	

	2
	壁の厚さ
	壁の厚さは10cm以上（塀の高さ2ｍ超2.2ｍ以下の場合は15cm
以上）ある
	

	3
	控え壁(塀の高さ1.2m超の場合)
	塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの１／５以上突出したもの
がある
	

	4
	基礎
	コンクリートの基礎がある
	

	5
	塀の傾き、ひび割れ
	塀に傾き、ひび割れは無い
	

	6
	ぐらつき
	人の力でぐらつかない
	

	　目視等で調査できない項目（1から6をすべて満たし図面がある場合のみチェック）

	7
	鉄筋
	塀の中に直径9mm以上の鉄筋が縦横とも80cm間隔以下で配筋
されている
	

	8
	基礎の根入れ深さ(塀の高さ1.2m超の場合)
	基礎の丈は35cm以上で、根入れ深さは30cm以上である
	


２．組積造（組立式コンクリート塀を含む）の塀の場合

	安全性に関する項目
	内　　容

	目視等で調査できる項目　（該当するものには〇、該当しないものには×を記入）
	チェック

	1
	高さ
	塀の高さが地盤面から1.2ｍ以下である
	

	2
	壁の厚さ
	各部分の壁の厚さは、その部分から壁頂部までの高さの
１／１０以上ある
	

	3
	控え壁
	塀の長さ4ｍ以下ごとに、壁の厚さの１．５倍以上突出した
ものがある
	

	4
	基礎
	基礎がある
	

	5
	塀の傾き、ひび割れ
	塀に傾き、ひび割れは無い
	

	6
	ぐらつき
	人の力でぐらつかない
	


　〇上記１又は２のチェックリストのうち１つでも満たさない項目がある場合は危険性があるものとする。
　〇組立式コンクリート塀の検討については上記チェック項目5,6のみをチェックし、製作メーカー等がわかる場合は仕様書等を参考に現場の状態から危険性を判断する。
